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１．組織の概要
１） 名称及び代表者名

有限会社武田商店
代表取締役社長　　　武　田　　稔

２） 所在地
本社 神奈川県相模原市南区相模台　７－３４－１０－１０２
車両基地 神奈川県相模原市南区新磯野　３１９

３）
環境管理責任者 武　田　俊　広
担当者 武　田　　豊 TEL： 042-742-9660  FAX : 042-742-9688 

村　田　　清 E-Mail： takeda501@clock.ocn.ne.p

４）
再生資源回収及び産業廃棄物・一般廃棄物収集運搬
一般貨物運送業・古物商

５） 事業の規模

2019年 2020年

一般廃棄物 877,680 852450
産業廃棄物 19,908 92,835
再生資源 4,571,937 5,192,336

22 22
49.17 49.17
990 990

６） 事業年度 １月～１２月

７） 情報公表項目

(１) 法人設立年月日： 平成８年３月

(２) 資本金： ８００万円

(３) 許可の内容：

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、(許可年月日、許可の有効年月日）

東京都

産業廃棄物収集運搬業 13-00-045210号
汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、
ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁
器くず、がれき類

令和5年3月13日

令和10年3月12日

相模原市

一般廃棄物収集運搬業 相許可第A0111号

事業系一般廃棄廃棄物（ごみ），家庭系臨時
（ごみ）

令和3年7月4日

令和5年7月3日

町田市

一般廃棄物収集運搬業 　　　　第102号

紙くず、木くず、繊維くず、厨芥
令和4年4月1日

令和6年3月31日

１．組織の概要,対象範囲

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

従業員数（人） 22

816,090
2,670

売上高（百万円） 165,570,186
収集

運搬量
(kg) 5,166,928

163,712,534163,224,495

事業活動内容

2021年

本社事務所等（㎡） 49.17
車庫・倉庫面積（㎡） 990

許可地区

許可区分 許可番号

廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

神奈川県

産業廃棄物収集運搬業 1402045210
汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、
ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁
器くず、がれき類

令和4年1月6日

令和9年1月5日

2022年
179,660,650

861,430
10,500

4,838,863
24

49.17
990

大和市

一般廃棄物収集運搬業      大和市許可番号第 222号

ごみ
令和4年4月1日

令和6年3月31日
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(４) 施設状況：

収集運搬業：運搬車両の種類と台数

台数
6台

1台

・キャブオーバー（3ｔ） 3台

11台

１台

１台

・

(５) 処理実績：環境への負荷の自己チェック、別表②受託した産業廃棄物の処理量）

２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日
１） 対象組織 （１．２）所在地」欄に記載
２） 活動 （１．４）事業活動内容」欄に記載
３） レポートの対象期間及び発行日

レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載。

再生資源

2020年度

2021年度

92,835

5,166,928

852,450

5,192,336

2,670

816,090

一般廃棄物

再生資源

産業廃棄物

一般廃棄物

産業廃棄物

事業年度 種類 収集運搬量（kg）
産業廃棄物 19,908

2019年度 877,680

4,571,937

一般廃棄物

再生資源

積替保管施設　なし

・キャブオーバー（2ｔ）

・コンテナ専用車

産業廃棄物 10,500

収集運搬車両

・パッカー車（2t）

・パッカー車（3t）

・営業車

2022年度 一般廃棄物 861,430
再生資源 4,838,863

2



　

　

3

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

部門責任者

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

EA21委員会
　・環境経営方針等決定事項の社内伝達

　・EA21活動に関する協議、意見交換

EA21事務局
　・環境管理責任者の補佐

　・EA21活動に関する事務

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括

対象者 役割、責任・権限

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

　・効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め、
　 全従業員に周知する。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する。

　・環境経営全体の取組状況及び効果を評価し、総括的見直しを実施し、
　 必要な指示を行う。

高島 菊池 伊藤／春山 佐藤

役割、責任及び権限表

武田　俊広

EA２１事務局

経理

武田　洋子

行政（相模原） 行政（大和） 直営事業 車両

事業本部　本部長　武田俊広

武田　豊
村田　清

２.　実施体制図

環境管理責任者

環境経営システム実施体制図

代表取締役 武田　稔

代表者（経営者）



環境経営方針

【基本理念】
当社は環境の改善が企業の社会的責任であると深く認識し、廃棄物の収集運搬を適

正に効率よく行うこと及び廃棄資源物を再生資源として利用できるようにする事業活動
を通じ循環型社会の形成に貢献するとともに、企業価値向上と従業員の幸福を追求し
ます。

【環境行動指針】

１．当社は、環境関連法規等を遵守し、環境経営の継続的改善に取り組みます。

２．環境への取組の重点分野を明確にし、環境経営目標を設定し取り組みます。
　１）二酸化炭素排出量削減

① エコドライブに努め、化石燃料の使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減
に取り組みます。
　　②　照明設備、空調設備等の効率的な運用により、使用エネルギーの削減に取り
　　　　組みます。
　
  ２）廃棄物排出量削減
　　①　事業所で発生する廃棄物排出量の削減に取り組みます。
　　②　排出される廃棄物の分別徹底とリサイクルを促進に努めます。

　３）水使用量削減
　　①　手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行します。

　４）受託した廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮
　　①　廃棄物の回収業務の効率化に取り組みます。
　　②　収集運搬車両の燃費向上に取り組みます。

３．環境教育の充実
　①　技能伝承教育と環境教育を定期的に実施致します。
　
この環境方針を全社員に周知し、一般にも公開します。

2022年1月1日
有限会社武田商店

 代表取締役　武田　稔
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実績 評価 実績 評価
基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

0.462 5,266 5,600

（東電） kWh kWh

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

2.49 116 156
L L

2.32 1,896 165
L L

2.58 52,312 53,999
L L

54,324 54,320

142,085 142,676

基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

360 ○ 380 〇
kg kg

基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

3.00 ○ 4.00 ×
㎥ ㎥

基準値に対し 3 ％向上 基準値に対し 3 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

4.58 × 4.51 ×
km/l km/l

実施 ○ 実施 〇
実施 ○ 実施 〇
実施 ○ 実施 〇

※二酸化炭素排出係数は2017年東京電力エナジーパートナー（株）調整後排出係数0.462kg/kWhを適用した。
※年度表記は１月～１２月の会計年度と同一期間を適用した。
※化石燃料合計はガソリン値に換算した値である。
※水使用量のみ基準値を2022年度に変更

km/l以上 km/l以上

ルートの見直し ルートの見直し ルートの見直し

5,716

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

L／年以下 L／年以下 L／年以下

油種別消費量

136 130 130

○

○

6,017

140

kWh

灯油 <L>

電力使用量

52,277
L／年以下

L／年以下

2,028

51,772

53,920
141,405

432

ガソリン　<L>

軽油　<L>

L／年以下 L／年以下

1,967 1,928
L／年以下 L／年以下

化石燃料合計<L>

L／年以下

廃棄物排出量

415 410

○

×

×

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

〇

×

〇

×

×

×

52,322 52,277

Ｎｏ 環境方針項目
CO2

換算係数 2023 年度
目標

2021年１～12月
基準値（特記以外は

2018年度基準）

年　度　目　標

目標
2022年１～12月

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

電力使用量
の削減

計（kg-CO2）

kg kg／年以下 kg／年以下

化石燃料
使用量

の削減(2019年
10～12月基

準） L／年以下

2 一般廃棄物排出量の削減

137,164 137,030 137,002
kg-CO2

L／年以下

50,219 50,219

5,836 5,776

50,219

kg-CO2／年以下
×

1,928

㎥／年以下

3 水使用量の削減
水道使用量

4.00 3.004.00
㎥／年以下

kg／年以下

４．環境経営目標及び環境経営目標の実績

4
収集運搬車燃費向上
(2019年10～12月基

準)

収集運搬車燃費

5 回収業務の効率化 取り漏れ低減
回収の集約 回収の集約 回収の集約

取り漏れ低減 取り漏れ低減

km/l

データなし

4.65 4.65 4.65
km/l以上

4.49

4.00
㎥ ㎥／年以下

400



エコアクション２１

No 基準 CO2排出係数 環境目標活動項目 責任者 担当者 R4年1月 R4年2月 R4年3月 R4年4月 R4年5月 R4年6月 R4年7月 R4年8月 R4年9月 R4年10月 R4年11月 R4年12月 期間計
①②実施

電力使用量 ２０℃以下に設定 28℃以上に設定

2018年基準 4 ％削減
進捗評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6,017 0.462 目標値 487 487 480 480 480 487 487 487 480 480 480 457 5,772

＜kWh＞ 目標累計 487 974 1,454 1,934 2,414 2,901 3,388 3,875 4,355 4,835 5,315 5,772 5,772

実績値 556 559 437 361 318 326 548 715 535 412 403 430 5,600

二酸化 実績累計 556 1,115 1,552 1,913 2,231 2,557 3,105 3,820 4,355 4,767 5,170 5,600 5,600

1 炭素 達成評価 × × 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇

排出量 ①③④実施

の削減
化石燃料使用量 ②全車両実施

2019/10～
12基準

3 ％削減

進捗評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

灯油 <L> 灯油 目標値 70 67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 137

140 2.49 L 実績値 80 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 156

ガソリン　<L> ｶﾞｿﾘﾝ 目標値 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 160.7 1,928

2,028 2.32 L 実績値 204.86 110.37 135.68 166.32 156.35 170.69 159.26 218.35 162.83 143.24 203.42 214.97 2,046

軽油　<L> 軽油 目標値 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 50,220

51,772 2.58 L 実績値 4,104 3,835 4,295 4,376 4,430 4,568 5,009 5,056 4,654 4,475 4,535 4,661 53,999

目標値 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 4,271 51,252

目標累計 4,271 8,542 12,813 17,084 21,355 25,626 29,897 34,168 38,439 42,710 46,981 51,252 51,252

実績値 4,104 3,835 4,295 4,376 4,430 4,568 5,009 5,056 4,654 4,475 4,535 4,661 53,999

実績累計 4,104 7,940 12,235 16,611 21,041 25,610 30,619 35,675 40,329 44,803 49,339 53,999 53,999

達成評価 〇 〇 △ × × × × × × × × × ×

CO2排出量 目標値 11,569 11,562 11,392 11,392 11,392 11,395 11,395 11,395 11,392 11,392 11,392 11,381 137,049

ＣＯ2 目標累計 11,569 23,131 34,523 45,915 57,307 68,702 80,097 91,492 102,884 114,276 125,668 137,049 137,049

0 排出 実績値 11,264 10,251 11,396 11,677 11,793 12,182 13,292 13,552 12,385 11,877 12,173 12,613 147,041

　　　　　計 ＜kｇ-ＣＯ2以下＞ kg 実績累計 11,264 21,514 32,911 44,588 56,380 68,563 81,855 95,407 107,792 119,668 131,841 144,454 147,041

達成評価 〇 〇 × 〇 〇 × × × × 〇 〇 × ×

0.00 160 274 418 160 220 120 1,180 280 6,960 728 10,500

#REF! #REF!
　うち再資源化等量 0.00

0.00 小計

#REF! #REF!

最終処分量等 #REF! #REF!
中間処理量等 #REF! #REF!

2 事業系 #REF! #REF! 68170 61200 75000 78030 75610 71630 72430 71630 73260 72710 67610 74150 861,430

家庭系 0.00資源ごみ（　　　　　）
し尿・汚泥 その他：

処理方法等

　うち再資源化等量 #REF!

0.00

0.00

（３）再生資源の回収・収集等 404,344 356,807 431,173 238,261 274,705 419,905 438,631 405,594 422,550 415,358 415,923 319,750 4,543,001

（４）再生資源または廃棄物の再資源化等

　 ①②実施

4 ％削減 進捗評価

目標値 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 414
432 目標累計 35 70 104 139 173 208 242 277 311 346 380 415 415

＜kg＞ 実績値 30 30 40 40 30 30 30 20 30 30 30 40 380
実績累計 30 60 100 140 170 200 230 250 280 310 340 380 380
達成評価 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

活動予定
廃棄物

　総排出
量

②分別収集、リサイクルの推進

415

　基準値の ①紙類使用量の削減

一般
廃棄物
排出量

ｋｇ

社長 社長3

受託、また

は受領した

廃棄物、再

生資源等の

処理量等

（シート：

4. 受託、ま

たは受領し

た廃棄物、

再生資源等

の処理量

等）

(

1

)

産

業

廃

棄

物

収集運搬量

中間処理量

最終処分量

中間処理後の処分量

(

2

)

一

般

廃

棄

物

一般廃棄物排出量
の削減

＜kg以下＞

中間処理量

中間処理後の最終処分量

最終処分量

収

集

運

搬

量

2）化石燃
料使用
　　量の削
減

　基準値の
②定期的車両整備を実施

③タイヤの空気圧を適正値に保つ
灯油 <L>

130
④公共交通機関の活用

CO2排出量

〔数値目標/実績〕137,030
＜kｇ-ＣＯ2以下＞

化石
燃料

活動予定

武田俊広

高島
菊池
伊藤
春山
佐藤

1,928

①エコドライブの励行

ガソリン　<L>

50,219

⑤通勤方法の工夫
軽油　<L>

合計
L(軽油)

５．環境経営計画及び実施状況（2022年） 2023/1/20

環境目標項目 年間目標値 実績評価項目

活動予定

＜kWh以下＞

電力
kWh

①使用していないエリア・時間の消灯

武田俊広
武田俊広
武田豊
村田清

1）電力使
用量
　　の削減

　基準値の
②不使用機器のコンセントを抜く

③空調の適温化（暖房20℃、冷房28℃）
5,776



No 基準 CO2排出係数 環境目標活動項目 責任者 担当者 R4年1月 R4年2月 R4年3月 R4年4月 R4年5月 R4年6月 R4年7月 R4年8月 R4年9月 R4年10月 R4年11月 R4年12月 期間計環境目標項目 年間目標値 実績評価項目

　基準値の ①手洗いや洗い物、洗車時の節水 活動予定
①②実施

水道使用量
0 ％削減 ②漏洩点検 進捗評価 〇 〇 〇

目標値 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 3.00

3.00 3.00 少量のため毎月実測不可 目標累計 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 1.75 2.00 2.25 2.50 2.75 3.00 3.00

＜㎥＞ ＜㎥以下＞ (現年12月データ)-(前年12月データ) 実績値 - - - - - - - - - - - - 4.00

年間データは以下で計算 実績累計 - - - - - - - - - - - - 4.00

(現年12月検針)-(前年12月検針) 達成評価 - - - - - - - - - - - - ×

収集運搬
車燃費

　基準値の ①エコドライブの励行 活動予定 ①②③④実施

2020年基準 1.5 ％向上 ②定期的車両整備を実施 進捗評価 ○

目標値 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649 4.649

4.58 4.65 ③タイヤの空気圧を適正値に保つ 目標累計

＜km/l＞ ＜km/l以上＞ 実績値 4.560 4.600 5.060 4.540 4.560 4.370 4.260 4.030 4.370 4.420 4.840 4.620 4.510

④回収業務の効率化 実績累計

達成評価 × △ ○ × × × × × × × ○ △ ×

①ルートの最適化、見直し ルートの見直し ■ ○

回収業務 回収業務 ②取り漏れ低減 取り漏れ低減 ○

の効率化 の効率化 ③回収の集約 回収の集約 ■ ■ ○

進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境教育　一般教育　　環境方針・目標・活動計画の周知 社長 武田豊/村田 ○ ○ ○ ○ 4
技能伝承教育 社長 武田俊広 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
緊急事態対応訓練 武田俊広 武田豊/村田 １月実施 1
環境関連法規等の見直し、遵守評価 社長 武田豊/村田 ○ 1
空調室外機の簡易点検 武田俊広 武田俊広 ○ ○ 2
定期的確認評価（コメント記載） 社長 武田豊/村田 ○ 1
代表者による全体の評価と見直し 社長 ○ ○ 1
環境活動レポートの作成、公表 社長 武田豊/村田 ○

注１）電力の二酸化炭素排出係数は東電2017年実績を適用
注２）回収業務の効率化の環境目標活動項目を実施したら□を■に塗りつぶすこと

水使用量の削減4

6

管理項目
実施したら○を記載

回収業務の効率化

5 収集運搬車燃費向上　

回収
業務
の効
率化

高島
菊池
伊藤
春山

武田俊広

水
使用量

㎥
武田　豊
村田　清

武田俊広

武田俊広

高島
菊池
伊藤
春山
佐藤

燃費
km/l



結　果　 評　価

①使用していないエリア・時間の消灯

②不使用機器のコンセントを抜く

③空調の適温化(冷房28℃、暖房20℃)

④駐車場照明を徐々にLEDに変更

①エコドライブの励行

②定期的車両整備を実施

③タイヤの空気圧を適正値に保つ

④公共交通機関の活用

⑤車両ごとの燃料消費を把握する。

①紙類使用量の削減

②分別、リサイクルの推進

①手洗いや洗い物、洗車時の節水(流し放しにない)

②漏洩点検

①エコドライブの励行

②定期的車両整備を実施

③タイヤの空気圧を適正値に保つ

④回収業務の効率化

①ルートの最適化、見直し

②取り漏れ低減

③回収の集約

④回収時の事故の回避

7

水使用量の削減
＜水道使用量：㎥＞

3

収集運搬車燃費向上　

・行政回収の追加地域について、回収場所を事前に巡回視
察して最適ルートを見極めてから決定した。
・取り漏れは年間5件以内に抑えた。
・事業系/自治体の廃棄物回収は近隣複数の箇所が特定日
にまとまるように調整を行った
・④を追加して不用業務を回避した。本年の事故は5件であっ
た。

〇

①②③④を継続す
る。

回収業務の効率化5

4

・行政の回収業務に
おいては市内の10～
20ｍおきの集積場所
を1日に数百か所も巡
る。その度にスタート
/ストップ/低速走行を
繰り返すため、燃費
が著しく悪い。今後こ
の部分の別管理を検
討する。

〇

・「化石燃料消費量の削減」と同じ手段を推進した。
・新規車両購入の際には低燃費車を選択している。
・行政の回収業務の車両の燃費を別に把握した。

2 〇

二酸化炭素
排出量の削
減

電力使用量
の削減

1

化石燃料消費量
の削減

〇

・事務所天井蛍光灯を40％間引いた。
・プリンターを常時ＯＮから待機モードにした。
・空調の適温化(冷房28℃、暖房20℃)を行った。
・屋外灯をＬＥＤ化した。
・トイレ排気を使用時のみとした。
・休憩室の暖房をエアコンから石油ストーブにした。
・事務所の除湿器利用を控えた。

・エコドライブの励行を社員教育時に徹底した。
・特にアイドリングストップ、急発信急加速防止を励行した。
・6カ月整備の車両に3か月目、9か月目の自主整備を追加し
た。
・空気圧は毎日目視確認しているが、整備時に詳細調整を行
う。
・遠距離の事務用外出は公共交通機関を利用した。
・⑤を追加し、車両ごとの消費量を把握することにした

・裏紙使用を推進した。
・飲料は購入せずに自分の水筒を利用した。
・A4用紙、封筒類はまとめてリサイクル化を推進した。

廃棄物排出量の削減

Ｎｏ 環境経営目標項目 目標達成手段
取　　組

６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組計画

次年度の取組計画

〇

・洗車は井戸水をバケツに入れて実施し、水道は使わない。
・帰宅時に蛇口からの漏洩がないことを点検している。 〇

①②③④⑤を継続
する。

①②③④⑤を継続
する。

①②を継続する。

①②を継続する。



チェック日 結果

廃棄物

資源循環

（リサイクル）

大気汚染

8

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(一般廃棄物、産業廃棄物の排出）

2023/3/24 ○

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　並びに違反、訴訟等の有無

遵守状況確認・評価

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(一般廃棄物、産業廃棄物、再生資源の収集運搬業)

区分 環境関連法規等名称

2023/3/15 ○

○

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域にお
ける総量の削減等に関する特別措置法（自動車ＮＯｘ・ＰＭ法）
フロン排出抑制法

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

○

○

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
（小型家電リサイクル法）

○

2023/3/24

2023/3/24

2023/3/24

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

2023/3/24

　当社に関係する環境関連法規等は上記の通りですが、遵守状況を２０２３年３月に確認した結果、違
反はありませんでした。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去３年間ありませ
ん。なお、外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。

○

○条例

労働安全 労働安全衛生法

神奈川県生活環境の保全等に関する条例

2023/3/24

2023/3/24

区により名称が異なる、条例



見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

代表者による評価  経営的観点【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境経営への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

【環境経営システム等】

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。

　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。

　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

○ 事業拡大で紙使用量は増えたが、この期の排出は増えていない。

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無　
燃費の課題はあるが、その他に特に問題点が特になかったので、引き続き同じ管理を続けるも
のとする。

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性　：　□有　　■無　

燃費の確認のため引き続き各車両のデータを蓄積して、改善の源泉資料として経営計画に反映
させる。

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無　
エコアクション２１活動が問題なく実施されたので、この取組実施体制を継続させる。

変更の必要性　：　□有　　■無　
問題なく実施されたので、継続させる。

この活動を継続発展させるためには社員の意識継続・向上が必要なので、そのための教育・訓
練を計画的に行っていく。

【総　　括】

法規制の遵守には問題がなく、外部からの苦情や要望も特になく、実施体制を確立し教育訓練
及び内部コミュニケーションを適切に実施し、環境経営計画を策定して環境負荷低減に取り組ん
でおり、環境経営システムが有効に機能している。

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

× ○
収集運搬する地域が拡大し、自動車燃料消費量が増大し目標が
未達になった。事業上やむを得ないと考える。

前回の見直し
記録より指示
への取組結果

燃費の確認を各車両ごとに行うように継続実施した。
産廃の保管の掲示板を設置した。
フロン系空調機の簡易点検を実施した。

見直しに必要
な情報

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境経営計画兼実績書による）

③適用範囲、実施体制

④問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）

⑤外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)

⑥その他（法規制の動向の情報等）

２０２２年１月　１日　～　２０２２年１２月３1日

８．代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年3月30日

　代表者、環境管理責任者、部門責任者

9

回収業務の効率化 ○ ○ 運行ルートの最適化、取り漏れ低減、回収の集約化には努めた。

目標・経営計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問
題点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

二酸化炭素排出量
　　　　　　の削減

○

収集運搬車燃費向上 × ○
燃費の確認を各車両ごとに行うようにした。古くて燃費の悪い車両
は使わないようにした。また各車ごとに前年値と比較した。

○
本社での水使用量は節水に努め基本料金内である。駐車場には
水道設備がなく隣の企業の井戸水を使用させていただいている。

水使用量の削減

廃棄物排出量の削減 ○


